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「
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
を
構
成
す
る
病
院
に
入
院
し
て
い
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
在
宅
療
養
へ
の
移
行
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
「
必
要
な
在
宅
療
養
へ
の
移
行
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
省
と
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
患
者
の
在
宅
療
養
へ
の
移
行
の
実
態
に
つ

い
て
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
四
条
３
で
は
、
締
約
国
は
政
策
決
定
過
程
か
ら
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
を
通
じ
、
障

害
者
と
緊
密
に
協
議
し
、
及
び
障
害
者
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
答
弁
書
の
三
の
「
同
省
と
し

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
患
者
の
在
宅
療
養
へ
の
移
行
の
実
態
に
つ
い
て
把
握
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
の
部
分
に
か
か
わ

る
調
査
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
決
定
過
程
か
ら
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
を
参
画
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
が
あ
る
の
か
、
政
府

の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
機
能
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
求
め
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
領
域

の
医
療
が
あ
り
、
二
十
六
の
病
院
で
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
入
院
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
長
期

の
療
養
が
必
要
な
た
め
に
入
院
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
資
源
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
在
宅
療
養
へ
の
移
行
が
で
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き
ず
に
い
る
社
会
的
入
院
患
者
が
い
る
こ
と
が
、
二
〇
一
九
年
六
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
全
国
三
十
五
の
自
立
生
活
セ

ン
タ
ー
及
び
研
究
者
等
で
構
成
さ
れ
る
「
筋
ジ
ス
病
棟
の
未
来
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
療
養
病
床
に
入
院
中
の
筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
患
者
本
人
に
対
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
と
し
て

も
、
障
害
保
健
福
祉
部
が
中
心
と
な
っ
て
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
二
十
六
の
病
院
に
お
け
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
社
会
的
入
院
患
者
の
有
無
や
人
数
、
不
足
し
て
い
る
地
域
の
資
源
、
在
宅
療
養
へ
の
移
行
を
阻
む
要
因
な
ど
の
実
態
を
、

あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

三 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
を
構
成
す
る
二
十
六
の
病
院
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
入
院
を
療
養
病
床
で
受
け

入
れ
て
い
る
。
療
養
病
床
は
、
第
七
期
医
療
計
画
に
お
い
て
基
準
病
床
の
算
定
に
基
盤
整
備
量
の
定
め
が
な
く
、
第
五
期
障

害
福
祉
計
画
に
基
づ
く
国
の
基
本
指
針
に
お
い
て
も
地
域
移
行
の
数
値
目
標
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
の
基
本
的
理
念
に
基
づ
く
「
入
所
等
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
、
地
域
生
活
の
継
続
の
支

援
」
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

政
府
は
、
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
の
基
本
的
理
念
に
基
づ
い
て
「
入
所
等
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
、
地
域
生
活
の
継
続

の
支
援
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
医
療
計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画
に
お
い
て
も
病
床
削
減
や
地
域
生
活
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へ
の
移
行
に
つ
い
て
目
標
値
を
掲
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
の
基
本
的
理
念
と
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
長
期
入
院
の
問
題
を
地
域
医
療
構
想
及
び
第
七
期
医
療
計
画
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て

い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
を
構
成
す
る
二
十
六
の
病
院
を
含
む
全
国
の
療
養
病
床
に
お
け
る
入
院
中
の
患
者
の
重
度

訪
問
介
護
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

二
〇
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
、
「
喀
痰
吸
引
・
経
管
栄
養
」

と
い
う
医
行
為
の
一
部
を
、
医
療
資
格
を
持
た
な
か
っ
た
介
護
職
員
等
が
、
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
を
得
て
一

定
の
条
件
の
下
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
入
院
中
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
は
、
外
出
・
外
泊
の

際
に
三
号
研
修
を
受
講
し
た
重
度
訪
問
介
護
従
業
者
か
ら
喀
痰
吸
引
等
の
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
（
喀
痰
吸
引
等
関
係
）
」
（
平
成
二
十
三

年
十
一
月
十
一
日
社
援
発
千
百
十
一
第
一
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
通
知
）
に
お
い
て
は
、
対
象
者
の
状
態
が
比
較

的
安
定
し
て
い
る
場
合
に
は
医
療
機
関
で
の
実
地
指
導
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
主
体
で
あ
る
都
道
府

県
の
多
く
で
医
療
機
関
で
の
実
地
指
導
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
情
報
を
耳
に
し
た
。
そ
の
実
態
を
調
査
し
、
通
知
の
周
知
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徹
底
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
は
、
患
者
目
線
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
た
め
に
患
者
満
足
度

調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
「
平
成
三
十
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果

及
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
」
に
お
い
て
は
、
「
①
患
者
の
目
線
に
立
っ
た
医

療
の
提
供
」
の
評
価
の
中
で
、
法
人
の
業
務
実
績
・
自
己
評
価
は
目
標
を
達
成
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
主
務
大
臣
に
は
、

「
平
成
三
十
年
度
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、
総
合
評
価
、
個
別
評
価
と
も
に
前
年
度
に
引
き
続
き
全
体
と
し
て
高
水
準
を
維

持
し
て
い
る
ほ
か
、
各
病
院
に
お
い
て
も
必
要
な
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
」
と
報
告
し
て
い
る
。
障
害

者
権
利
条
約
の
趣
旨
を
鑑
み
れ
ば
、
患
者
満
足
度
調
査
の
趣
旨
で
あ
る
「
患
者
目
線
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い
医

療
の
提
供
」
に
お
い
て
は
、
調
査
項
目
や
評
価
結
果
に
お
い
て
、
患
者
及
び
障
害
当
時
者
を
代
表
す
る
団
体
か
ら
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


